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雨
水
の
再
利
用
な
ど
、
環
境
に
配

慮
し
た
庁
舎

《
庁
舎
の
床
面
積
》

・
小
川
庁
舎
や
上
下
水
道
庁
舎
に

分
散
し
て
い
る
機
能
を
集
約
し
た

う
え
で
、
将
来
の
職
員
数
か
ら
検

討
し
た
結
果
、
庁
舎
の
延
床
面
積

は
４
，
６
０
０
㎡
を
必
要
面
積
の

目
安
と
し
ま
す
。

《
庁
舎
敷
地
の
面
積
》

・
建
築
面
積
に
来
庁
者
駐
車
場

（
１
０
０
台
）
及
び
公
用
車
駐
車

場
（
60
台
）
並
び
に
緑
地
等
の
整

備
の
ほ
か
、
災
害
等
の
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
空
間
を
備
え
る
こ

と
と
し
、
延
床
面
積
の
約
３
倍
の

１
４
，
０
０
０
㎡
を
必
要
敷
地
面

積
の
目
安
と
し
ま
す
。

《
概
算
事
業
費
》

・
建
設
位
置
の
決
定
に
伴
い
、
用

地
取
得
に
関
す
る
費
用
は
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
概
算
事
業

費
は
17
億
円
を
目
安
と
し
ま
す
。

・
庁
舎
の
整
備
手
法
と
し
て
、
⑴

本
庁
舎
、
小
川
庁
舎
を
改
修
し
て

復
旧
し
、
同
時
に
耐
震
補
強
を
行

う
、
⑵
本
庁
舎
、
小
川
庁
舎
を
適

正
な
規
模
で
建
替
え
る
、
⑶
本
庁

舎
方
式
（
総
合
庁
舎
方
式
）
に
よ

り
適
正
な
規
模
で
建
替
え
る
、
⑷

プ
レ
ハ
ブ
建
築
（
一
部
鉄
筋
・
鉄

骨
）
方
式
に
よ
り
適
正
な
規
模
で

建
替
え
る
、
⑸
既
存
の
公
共
施
設

の
利
活
用
に
よ
っ
て
補
う
と
い
う

整
備
手
法
に
つ
い
て
、
「
求
め
ら

れ
る
庁
舎
像
に
よ
る
評
価
」
及
び

「
建
設
コ
ス
ト
・
財
源
等
の
経
済

的
条
件
に
よ
る
評
価
」
に
よ
り
検

討
し
た
結
果
、
⑶
本
庁
舎
方
式

（
総
合
庁
舎
方
式
）
に
よ
り
適
正

な
規
模
で
建
替
え
る
こ
と
に
し
ま

す
。

・
庁
舎
の
整
備
位
置
と
し
て
、
①

共
用
地
を
利
用
し
て
建
設
す
る
方

法
と
し
て
二
つ
の
エ
リ
ア
に
絞
り

込
み
、
次
に
示
し
た
二
つ
の
エ
リ

ア
を
候
補
地
と
し
ま
す
。
地
域
住

民
の
生
命
財
産
、
安
心
・
安
全
を

最
優
先
に
目
的
達
成
の
た
め
併
せ

て
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
む

も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
位
置
に
建
替
え
る
、
②
既

存
の
公
共
用
地
を
利
用
し
て
建
替

え
る
、
③
用
地
を
購
入
し
て
建
替

え
る
と
い
う
整
備
位
置
に
つ
い

て
、
地
理
的
条
件
や
住
民
の
利
便

性
等
諸
要
件
を
考
慮
し
、
さ
ら
に

経
済
性
や
震
災
復
興
に
伴
う
緊
急

性
等
を
含
め
た
総
合
的
な
見
地
か

ら
、
次
に
示
し
た
二
つ
の
エ
リ
ア

を
候
補
地
と
し
ま
す
。

４　

庁
舎
の
整
備
位
置
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第
１
回
か
ら
第
７
回
の
検
討
委

員
会
に
お
い
て
協
議
・
検
討
し
た

事
項
に
つ
い
て
の
主
な
結
果
は
、

以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

《
位
置
・
ア
ク
セ
ス
性
》

・
住
民
が
利
用
し
や
す
く
、
交
通

の
利
便
性
が
良
い
便
利
で
分
か
り

や
す
い
場
所
に
あ
る
庁
舎

《
機
能
性
・
利
便
性
》

・
全
て
の
課
が
庁
舎
内
に
あ
り
、

誰
も
が
使
い
や
す
い
配
置
や
平
面

で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
を
備
え

た
庁
舎

《
拠
点
性
・
防
災
拠
点
機
能
》

・
災
害
に
強
く
、
ま
た
災
害
対
策

本
部
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
庁
舎

《
環
境
性
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
》

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

や
地
中
の
熱
を
利
用
し
た
ク
ー
ル

ト
レ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び

・
環
境
負
荷
の
低
減
並
び
に
維
持

管
理
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
環

境
配
慮
機
能
や
、
防
災
拠
点
と
し

て
必
要
な
耐
震
や
免
震
の
機
能
な

ど
を
備
え
た
建
物
と
し
ま
す
。

・
庁
舎
に
導
入
す
べ
き
機
能
に
つ

い
て
は
、
今
後
基
本
計
画
を
策
定

す
る
な
か
で
費
用
対
効
果
も
踏
ま

え
さ
ら
な
る
検
討
を
求
め
ま
す
。

・
庁
舎
整
備
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
合
併
特
例
債
の
活
用
等
、
で

き
る
限
り
効
果
的
な
方
法
を
選
び

最
適
な
事
業
計
画
と
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
整
備
時
期

に
つ
い
て
は
現
庁
舎
の
耐
用
年
数

や
耐
震
性
を
考
慮
し
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
、
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

選
定
に
お
け
る
基
本
条
件
と
し

て
、
馬
頭
市
街
地
及
び
小
川
市
街

地
を
幹
線
道
路
で
結
ん
だ
中
心
付

近
で
あ
る
こ
と
や
、
防
災
対
応
の

離
着
陸
を
想
定
し
、
敷
地
内
に
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
設
置
が
可
能
な
エ
リ

ア
と
し
て
、
⑴
都
、
⑵
三
川
又

①
、
⑶
三
川
又
②
、
⑷
舟
戸
の
四

つ
の
エ
リ
ア
が
示
さ
れ
、
道
路
交

通
の
利
便
性
及
び
緊
急
出
動
車
両

の
現
場
到
着
時
間
、
並
び
に
区
域

の
地
形
、
密
集
地
火
災
の
対
応
に

含
め
、
防
災
対
応
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
離
着
陸
時
の
騒
音
や
風
圧
を
想

定
し
た
調
査
研
究
を
進
め
、
慎
重

か
つ
公
正
な
検
討
の
結
果
、
基
本

条
件
に
沿
っ
た
旧
両
町
中
心
市
街

地
を
幹
線
道
路
で
結
ん
だ
中
心
付

近
に
建
設
す
る
方
法
と
既
存
の
公

庁
舎
整
備
と
消
防
庁
舎
用
地
選
定
の
概
要

　町では、東日本大震災の影響により被災した庁舎の復旧並びに老朽化に対応した施設
の改修及び増改築又は新庁舎の建設に関し、その重要事項について、総合的な見地から
審議するため、那珂川町庁舎建設等検討委員会を設置し、庁舎整備及び消防庁舎の用地
について検討を行ってきました。
　これまでの検討経過についてお知らせします。

〔検討委員会の経過と審議内容〕
●第１回検討委員会（平成23年6月30日開催）
①那珂川町庁舎建設等検討委員会設置要綱について

那珂川町庁舎整備《実現に向けての検討体制》
②委員長及び副委員長の選任について
③庁舎建設等検討委員会及び庁内検討委員会の検討

スケジュール（案）について
●第２回検討委員会（平成23年7月8日開催）
①那珂川町庁舎建設等検討委員会設置要綱の一部改

正について
②那珂川町庁舎耐震診断結果報告について
③被災した両庁舎の現地調査
④本庁舎及び小川庁舎の耐震診断結果を踏まえた現

状と対策について
⑤那珂川町庁舎建設等基本構想（案）の概要審議に

ついて
●第３回検討委員会（平成23年10月28日開催）
①耐震診断結果を踏まえた対策
・本庁舎危険箇所解体及び改修工事の概要について
・小川庁舎増築部分解体及び改修工事の概要につい

て
②庁舎整備について
・庁舎の整備手法について
・庁舎の適正な規模について
・庁舎整備の概算費用について
③消防庁舎の用地について
●第４回検討委員会（平成23年12月2日開催）
①第３回那珂川町庁舎建設等検討委員会において確

認された事項について
②現地調査に関する概要説明
・新庁舎建設に係る想定される用地について
・消防庁舎建設用地に関する概要について
③現地調査
・新庁舎及び消防庁舎建設に係る用地の調査
●第５回検討委員会（平成23年12月22日開催）
①新庁舎建設に係る想定される用地について
②消防庁舎建設に係る用地について
●第６回検討委員会（平成24年1月30日開催）
①第５回那珂川町庁舎建設等検討委員会において確

認された事項について
②水害発生時における浸水の想定、地質・地盤状況

について
③新庁舎建設に係る想定される用地の絞り込みにつ

いて
④消防庁舎建設に係る用地の絞り込みについて
●第７回検討委員会（平成24年2月17日開催）
①第６回那珂川町庁舎建設等検討委員会において確

認された事項について
②那珂川町庁舎建設等に関する基本的な構想につい

て（構想案）
③那珂川町庁舎建設等に関する基本的な構想の策定並

びに消防庁舎建設に関する用地について（答申案）

『
庁
舎
建
設
に
関
す
る
こ
と
』

《
庁
舎
候
補
地
》

・
現
在
の
山
村
開
発

               

セ
ン
タ
ー
敷
地

・
旧
水
産
試
験
場
敷
地

《
消
防
庁
舎
候
補
地
》

・
都
（
町
道
永
畑
川
崎
線

                

東
沿
い
農
地
）

・
舟
戸
（
旧
水
産
試
験
場

                           

敷
地
）

  

『
消
防
庁
舎
建
設
に   

               

関
す
る
こ
と
』

３　

庁
舎
の
整
備
手
法

２ 

必
要
と
さ
れ
る
庁
舎
の
規
模

1　

庁
舎
整
備
の
あ
り
方

５　

庁
舎
が
備
え
る
機
能

６　

庁
舎
整
備
財
源
と
時
期

１　

消
防
庁
舎
の
建
設
位
置
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以
上
の
協
議
・
検
討
結
果
を

踏
ま
え
て
、
平
成
24
年
２
月
23

日
に
那
珂
川
町
庁
舎
建
設
に
関

す
る
基
本
的
な
構
想
の
策
定
並

び
に
消
防
庁
舎
建
設
に
関
す
る

用
地
に
つ
い
て
、
町
長
あ
て
に

答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

庁
舎
及
び
消
防
庁
舎
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
エ
リ
ア

の
併
記
で
あ
り
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
庁
舎
に
つ
い

て
は
「
現
在
の
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
敷
地
」
を
候
補
地
と
し
て

「
庁
舎
建
設
に
関
す
る
基
本
構

想
（
案
）」
に
つ
い
て
、
平
成
24

年
３
月
８
日
～
３
月
31
日

ま
で
の
期
間
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

庁
舎
整
備
の
必
要
性
や
考

え
方
に
つ
い
て
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
、
検
討
委
員
会

の
答
申
を
基
本
と
し
、
住

民
や
議
会
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
基
本
構
想
を
定
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
庁
舎
の
建

設
用
地
に
つ
い
て
も
、
二

つ
の
エ
リ
ア
の
併
記
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
合

的
に
判
断
し
、
「
舟
戸

（
旧
水
産
試
験
場
敷
地
）
」
を
候

補
地
と
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

議
会
や
住
民
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
早
期
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※　

検
討
委
員
会
の
協
議
・
検
討

資
料
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.tow
n.tochigi-

nakagaw
a.lg.jp

）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課　

管
財
係

☎
０
２
８
７
（
９
２
）
１
１
１
１

　那珂川町で生産・加工される商品及び実施されるサービスについて、認定申請のあっ
た商品の中からお客様の評判の高いものを那珂川町地域ブランド認定商品に認定する

「那珂川町地域ブランド認定制度」を実施します。
　認定された商品は、町で積極的にＰＲし、商品及び町のイメージアップを図ります。

【問い合わせ】　商工観光課商工係　☎ 0287 － 92 － 1116
（住所：〒 324 － 0692　栃木県那須郡那珂川町馬頭４０９）

お客様の評価項目
【購入意向】またこの商品を購入したいと思いますか
【推奨意向】この商品を他の人に薦めたいと思いま

すか
【独自性】　この商品に他とは違う独自性を感じま

すか
【愛着度】　この商品に愛着を感じますか

認定基準　認定申請された商品を購入した100人の
お客様に評価用紙（ハガキ）を配布し、お客
様からの回答が30以上あり、回答を点数化
し、20点満点中の平均点数が14点以上の商
品を認定します。なお、評価用紙は町で用意
します。

申請の要件　町内に事業所を有する者で、認定商品の
認定を受けようとする商品を、直接消費者に
販売する者

申請受付　　平成24年５月１日から平成25年１月
31日まで随時受け付けし、順次お客様
の評価を収集します。申請については、
那珂川町地域ブランド認定商品認定申
請書を町に提出してください。

　　　　　　申請は商品名ごとに受け付けます。た
だし、複数の商品において、骨格となる
発想や観点が同じで、お客様の評価が
同一であると認められる場合は、１つの
申請で複数の商品名を申請することが
できます。

認　　定　　平成25年３月に認定委員会を開催
し、審査の上認定商品を決定します。認
定期間は５年間です。認定された申請者
は、認定された商品及び認定された事業
者であることを表示できます。認定マー
ク及び名称は公募を行い、決定します。

那珂川町地域ブランド認定制度がはじまります

平成23年度の情報公開及び
個人情報保護の運用状況について

　町では、町政に関して町民に説明する責務を全うするととも
に、公正で開かれた町政を推進するため、「情報公開条例」に
基づき町の情報を公開しています。
　また、「個人情報保護条例」により、町の保有する個人情報
の適正な取り扱いと本人からの情報開示請求等に関する手続き
を定め、プライバシーの保護に努めています。
　これらの条例では、年１回の運用状況を公表することとして
います。

　個人情報保護条例の開示請求はありませんでした。

※平成23年４月１日から平成24年３月31日までの件数です。

【問い合わせ】　総務課行政係　☎0287－92－1111

◎情報公開条例公開請求

◎個人情報保護条例開示請求

実施機関 請求件数 公　　開 一部公開 非公開
町長 ５ １ ３ １

教育委員会 なし ― ― ―

農業者年金を
受給されている方へ

那珂川町農業委員会委員選挙のお知らせ

　農業者年金を受給されている方は５月

下旬に独立行政法人農業者年金基金から

「現況届」が送られてきます。

提出先は

・農業委員会（山村開発センター３階）
　または

　建設課（山村開発センター１階）
・総合窓口課 (小川庁舎１階)
　です。

　必要事項を記入のうえ６月29日までに

提出されますようお知らせします。

　なお、受給開始１年未満の方は翌年か

らです。

【問い合わせ】
　農業委員会　☎0287－92－1185

◎那珂川町農業委員会委員選挙　　（平成24年６月30日任期満了）

　　　　　選挙による委員定数　　　第１選挙区（旧馬頭町地区）　　１２名

　　　　　　　　　　　　　　　　　第２選挙区（旧小川町地区）　　　８名

　　　　　投　　　票　　　日　　　平成24年６月24日（日）

　　　　　告　　　示　　　日　　　平成24年６月19日（火）

　　　　　立候補予定者説明会　　　平成24年６月４日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時30分～

　　　　　　　　　　　　　　　　　山村開発センター

　　　　　立候補届出事前審査　　　平成24年６月８日(金)

　　　　　　　　　　　　　　　　　午前９時～正午

　　　　　　　　　　　　　　　　　山村開発センター

　　　　　立　候　補　届　出　　　平成24年６月19日(火)

　　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時30分～午後５時

　　　　　　　　　　　　　　　　　山村開発センター

【問い合わせ】　那珂川町選挙管理委員会（☎0287－92－1111）
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４
月
９
日
に
中
学
校
で
、
10
日

に
小
学
校
で
、
11
日
に
幼
稚
園
で

そ
れ
ぞ
れ
入
学
・
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
先
生
方
や

在
校
生
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
新
し
い
環
境
に
早
く
慣
れ
、

楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

　

各
小
中
学
校
の
一
年
生
の
人
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
馬
頭
小
学
校　
　
　

49
名

・
馬
頭
東
小
学
校　
　

13
名

・
馬
頭
西
小
学
校　
　

７
名

・
小
川
小
学
校　
　
　

43
名

・
薬
利
小
学
校　
　
　

７
名

・
小
川
南
小
学
校　
　

３
名

・
馬
頭
中
学
校　
　
　

112
名

・
小
川
中
学
校　
　
　

51
名

　

４
月
９
日
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
な
か
ち
ゃ

ん
号
」の
利
用
者
が
２
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。２
万
人
目
の
利
用
者
と
な
っ
た
の
は
佐
藤

康
子
さ
ん（
小
砂
）で
、大
金
町
長
と
馬
頭
観

光
タ
ク
シ
ー
大
久
保
社
長
よ
り
、花
束
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。佐
藤
さ
ん
は「
以

前
は
、バ
ス
停
ま
で
約
１
キ
ロ
歩
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
自
宅
の

前
ま
で
来
て
く
れ
る
の
で
便
利
で
、利
用
料

金
も
一
律
な
の
で
助
か
る
。こ
れ
か
ら
も
安
心

し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
、ま
ず
は
利
用

登
録
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。登

録
は
役
場
総
務
課
又
は
小
川
庁
舎
総
合
窓

口
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
と
町

内
各
小
中
学
校
、学
官
連
携
先
で
あ
る
宇
都

宮
メ
デ
ィ
ア・ア
ー
ツ
専
門
学
校
と
の
三
者
で

連
携
し
な
が
ら
作
成
を
進
め
て
き
た
環
境
教

育
用
小
冊
子「
な
か
ち
ゃ
ん
と
歩あ
ゆ
むく
ん
の　
エ

コ
エ
コ
大
作
戦
」（
小
学
５
年
生
用
）が
完
成

し
、４
月
25
日
、小
川
南
小
学
校
体
育
館
で

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
経
過
説
明
な
ど
の
後
、専
門

学
校
マ
ン
ガ
ア
ー
ト
科
の
学
生
７
名
が
、５
年

生
12
名
の一
人
ひ
と
り
に
小
冊
子
を
手
渡
し

ま
し
た
。式
が
終
了
す
る
と
受
け
取
っ
た
小

冊
子
を
見
な
が
ら
、学
生
と
小
学
生
と
で
談

笑
し
て
い
ま
し
た
。

　

前
年
度
は
４
年
生
用
を
制
作
し
て
お
り
、

今
後
、中
学
１
年
生
用
ま
で
を
順
次
作
成
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

4
月
12
日
、あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
か
た
く
り
の
郷
主
催
の「
平
穏

死
の
す
す
め
～
口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た

ら
ど
う
し
ま
す
か
」と
題
し
た
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。講
師
は
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
芦ろ

花か

ホ
ー
ム（
東
京
都
世
田
谷
区
）常

勤
医
の
石
飛
幸
三
氏
。飛
石
氏
は
、口
か
ら
食

事
を
取
る
こ
と
が
困
難
な
終
末
期
の
高
齢
者

へ
の
不
必
要
な
延
命
措
置
を
避
け
る「
平
穏

死
」を
提
唱
し
て
い
ま
す
。講
演
で
は
、超
高

齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、高
齢
者
自
身
が
人

生
の
終
末
を
安
ら
か
に
迎
え
る
た
め
に
、医
療

が
老
衰
に
ど
こ
ま
で
介
入
す
る
の
か
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。講

演
会
に
は
町
内
外
か
ら
医
療・介
護
従
事
者

約
百
五
十
名
が
参
加
し
、メ
モ
を
取
り
な
が
ら

真
剣
に
話
に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
に
は
、ま
ほ
ろ
ば
の
湯・湯
親
館
の

入
館
者
数
が
、平
成
14
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、１
５
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

１
５
０
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の
は
大

金
ミ
チ
さ
ん（
小
砂
）で
、「
近
く
な
の
で
毎
週

利
用
し
て
い
ま
す
。電
気
風
呂
が
一
番
魅
力
で

す
ね
。昨
日
も
こ
の
温
泉
に
来
た
ば
か
り
で
、

自
分
が
１
５
０
万
人
目
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。」と
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
金
さ
ん
は
、直
前
に
到
着
し
た
鈴
木
義
一

さ
ん（
壬
生
町
）、後
か
ら
来
た
大
津
和
郎
さ
ん

（
水
戸
市
）と
一
緒
に
、大
金
町
長
等
か
ら
花

束
や
記
念
品
の
招
待
券
な
ど
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。

小
中
学
校
、
幼
稚
園
で

入
学
・
入
園
式

小
中
学
校
、
幼
稚
園
で

入
学
・
入
園
式

入学・入園入学・入園

馬頭中学校

小川小学校

ひばり幼稚園

ひばり幼稚園

馬頭中学校

馬頭西小学校

小川南小学校

小川幼稚園

小川中学校

小川中学校

小川南小学校

小川幼稚園

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

利
用
者
２
万
人
達
成

環
境
教
育
用
マ
ン
ガ
を
贈
呈

講
演
会「
平
穏
死
の
す
す
め
」

「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
」　

入
館
者
が
１
５
０
万
人
に
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保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

健
診
を
受
け
よ
う

　
　

 
～
胃
が
ん
健
診
編
～

●
ま
だ
ま
だ
多
い
胃
が
ん
！

　
町
の
平
成
22
年
死
亡
原
因
を
み

る
と
、
が
ん
が
全
体
の
約
３
割
を

占
め
て
お
り
、
私
た
ち
の
３
人
に

１
人
が
、
が
ん
で
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

部
位
別
に
み
た
死
亡
原
因
の
順
位

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
胃
が
ん
の
症
状
は
？

　
痛
み
、
出
血
、
胃
部
不
快
感
、

胃
が
重
い
、
体
重
が
減
る
、
食
物

が
つ
か
え
る
な
ど
約
半
数
の
方
が

何
ら
か
の
症
状
が
き
っ
か
け
で
検

査
を
受
け
て
い
ま
す
。
胃
は
大
き

な
臓
器
な
の
で
、
が
ん
が
か
な
り

進
行
し
て
い
て
も
全
く
症
状
が
な

い
場
合
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

●
早
期
発
見
！
受
診
の
す
す
め

　
今
、
胃
が
ん
は
早
期
発
見
に
よ

り
治
せ
る
病
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。
早
期
発
見
に
よ
り
、
体
へ
の

負
担
が
軽
い
治
療
を
選
択
で
き
る

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
６
月
か
ら
健
康
診
査

が
は
じ
ま
り
ま
す
。
特
定
健
診
に

加
え
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺

が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
胃
が
ん
検
診
は
、
胃
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
（
バ
リ
ウ
ム
を
飲

む
）
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
い
つ
頃
検
診
を

受
け
る
予
定
で
す
か
？

 

●
検
診
は
結
果
の
後
が
大
切
！

　

検
診
後
「
要
精
密
検
査
」
と
結

果
が
返
っ
て
き
た
ら
、
紹
介
状
を

持
っ
て
す
ぐ
に
か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
集
団
検
診
だ

け
で
は
病
気
の
診
断
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
、
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ

メ
ラ
）
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
必
要
な
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
自
己
判
断
で

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●
あ
な
た
の
体
と
向
き
合
っ
て
ま

す
か
？

　

毎
日
の
生
活
、
仕
事
、
家
族
の

こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱

え
、
あ
な
た
の
体
の
こ
と
が
後
回

し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
大
病
し
た
こ
と
が
な
い
。

○
体
を
鍛
え
て
お
り
自
信
が
あ
る
。

○
野
菜
中
心
の
食
生
活
、焦
げ
た

魚
は
食
べ
な
い
か
ら
、大
丈
夫
。

○
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
か
ら
肺
が

ん
に
は
な
ら
な
い
。

○
検
診
？
そ
ん
な
暇
は
な
い
。

○
気
合
い
だ
！
病
気
は
気
持
ち
。

こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
し
ま
い
が

ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念

な
が
ら
、
が
ん
に
な
ら
な
い
根
拠

に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
悔
い
な
く

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
が

第
一
で
す
。
し
か
し
、
病
気
に
な

ら
な
い
保
障
は
誰
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
必
ず
、
年
に
１
回
は
、
自
分

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
町
の
健
診
の
申
し
込
み
は
ま
だ

間
に
合
い
ま
す
の
で
、
是
非
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

【
申
込
先
】
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
８
８
）

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
町
へ

五
万
円　

髙
野
麻
男
様
（
富
山
）

五
万
円　

桑
野
恒
夫
様
（
矢
又
）

五
万
円　

荒
巻
弘
子
様

（
大
山
田
下
郷
）

五
万
円　

深
澤
加
代
子
様

（
大
山
田
下
郷
）

○
福
祉
基
金
へ

五
万
円　

荒
巻
弘
子
様

（
大
山
田
下
郷
）

五
万
円　

深
澤
加
代
子
様

（
大
山
田
下
郷
）

五
万
円　

桑
野
康
子
様
（
矢
又
）

五
万
円　
郡
司
み
き
子
様
（
大
内
）

三
万
円　

大
川
様
（
宇
都
宮
市
）

○
奨
学
基
金
へ

五
万
円

　
髙
野
麻
男
様
（
富
山
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
黒
の
狩
人
」

１
冊　

石
川
一
夫
様

（
大
山
田
下
郷
）

図
書
「
ポ
ヨ
ポ
ヨ
観
察
日
記
」

他
２
冊　

友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）

五
万
円　

小
川
俊
介
様
（
馬
頭
）

五
万
円　

桑
野
恒
夫
様
（
矢
又
）

五
万
円　

星　
　

聡
様
（
健
武
）

五
万
円　

桑
野
康
子
様
（
矢
又
）

○
馬
頭
小
学
校
へ

桜
苗
木
15
本　

冨
田
仁
一
様
（
小
砂
）

○
馬
頭
西
小
学
校
へ

床
用
ワ
ッ
ク
ス
２
缶
・
自
在
ホ
ウ

キ
10
本　
　

（
有
）
イ
シ
カ
ワ
様

○
馬
頭
東
小
学
校
へ

一
千
万
円　

大
内
小
学
校
部
分
林

管
理
委
員
会
様　
　
　

（
大
内
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　

匿
名
（
４
５
０
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様

（
健
武
51
回
）

十
万
円　

薄
井
健
博
様（

久
那
瀬
）

五
万
円　

桑
野
恒
夫
様
（
矢
又
）

五
万
円　

星　
　

聡
様
（
健
武
）

五
万
円　

匿
名　

月日 地　区 会　　場 時　　間 月日 地　区 会　　場 時　　間

５
月
21
日
（月）

和　　　見

小　　　砂

田角良平様宅 9:00 ～ 9:10

5
月
28
日
（月）

芳　　　井

薬　　　利

浄　法　寺

小　　　川

上芳井公民館 9:00 ～ 9:15
和見集会所 9:15 ～ 9:30 元佐々木信子様宅 9:20 ～ 9:35
新溜入口 9:40 ～ 9:50 上薬利公民館 9:40 ～ 9:50
横山甫様宅前 10:00 ～ 10:10 山崎恩田入口 9:55 ～ 10:10
末吉保様宅 10:15 ～ 10:25 浄法寺公民館 10:15 ～ 10:30
仲郷上集会所入口 10:30 ～ 10:40 永森運輸前 10:40 ～ 10:55
来目木三差路 10:45 ～ 10:55 山口昌樹様宅 11:00 ～ 11:15
元馬頭北保育園入口 11:00 ～ 11:15 上西の原公民館 11:20 ～ 11:35
馬頭西小学校入口 11:20 ～ 11:35 小川中学校前 11:40 ～ 11:50
国山入口 11:40 ～ 11:50

5
月
29
日
（火）

東　戸　田

三　　　輪

恩　　　田

小　　　川

杉本商店前 9:00 ～ 9:15

5
月
22
日
（火）

馬　　　頭

盛　　　泉

谷　　　川

大　　　内

大　那　地

横山商店脇 9:00 ～ 9:20 小梨Ｔ字路 9:20 ～ 9:30
都地区分譲宅地入口 9:25 ～ 9:40 三輪集会所 9:40 ～ 10:00
明賀屋商店前 10:05 ～ 10:15 恩田集会所 10:05 ～ 10:15
ＪＡ谷川倉庫前 10:20 ～ 10:30 下西の原公民館 10:20 ～ 10:30
ＪＡ大内支店 10:35 ～ 10:50 上町公民館 10:35 ～ 10:50
大内中学校跡地 10:55 ～ 11:05 深澤正之様宅駐車場 11:00 ～ 11:10
赤松幸夫様宅前 11:10 ～ 11:20 光照寺駐車場 11:15 ～ 11:30
光崎上組公民館 11:25 ～ 11:30 水野正憲様宅 11:35 ～ 11:50
斉藤勝栄様宅前 11:35 ～ 11:40

5
月
30
日
（水）

小　　　川
吉　　　田
谷　　　田
白　　　久
高　　　岡
片　　　平

那珂川釣荘駐車場 9:00 ～ 9:15
緑の交流館 11:45 ～ 11:50 旭町公民館 9:20 ～ 9:35
五輪場バス転向所 11:55 ～ 12:00 吉田観音寺 9:40 ～ 9:50

5
月
23
日
（水）

馬　　　頭
久　那　瀬
北　向　田
小　　　口

健康管理センター 9:00 ～ 9:20 谷田公民館 9:55 ～ 10:10
山村開発センター 9:25 ～ 9:45 山沢文子様宅前 10:15 ～ 10:25
久那瀬集会所 9:55 ～ 10:15 白久消防詰所前 10:30 ～ 10:40
内藤正彦様宅下 10:20 ～ 10:30 ハイツ高岡入口 10:45 ～ 10:55
北向田公民館 10:40 ～ 11:00 第８区生活センター 11:00 ～ 11:15
元山本屋旅館前 11:05 ～ 11:15 那須信用組合小川出張所 11:25 ～ 11:35
小口集会所 11:20 ～ 11:30 小川図書館 11:40 ～ 11:50

5
月
24
日
（木）

健　　　武

大山田下郷

大山田上郷

消防馬頭分署前 9:00 ～ 9:15

　■予防注射料　　３，３００円
　■登　録　料　　３，０００円

・生後91日以上の犬は、全て登録が義務付けられています。	 	
　（登録は一生涯に１度です。）	 	 	 	 	
・狂犬病予防注射は、毎年１回必ず受けてください。	 	
・登録犬の死亡・登録事項変更の場合は届け出てください。	 	
・他人の犬・人に噛付く犬は口輪を付けてください。	 	
・時間が多少ずれることがあります。	 	 	 	
・狂犬病予防注射は、どの会場でも受けられます。	
　問い合わせ先：住民生活課生活環境係
　　　　　　　　TEL　0287－92－1112

	 	 	

魚政商店前 9:20 ～ 9:35
大鳥公民館 9:40 ～ 9:50
御前岩駐車場 9:55 ～ 10:05
東部活性化施設 10:15 ～ 10:25
町公民館 10:35 ～ 10:45
小林商店前 10:50 ～ 11:00
生活改善センター 11:05 ～ 11:15
上組公民館 11:20 ～ 11:30

5
月
25
日
（金）

松　　　野

富　　　山

矢　　　又

旧ＪＡ武茂給油所 9:00 ～ 9:15
小幡詔一様宅 9:20 ～ 9:35
石塚商店前 9:40 ～ 9:50
富山集会所 9:55 ～ 10:10
金谷公民館 10:20 ～ 10:30
馬河内停留所 10:40 ～ 10:50
脇郷入口 11:00 ～ 11:10
大武商店脇 11:15 ～ 11:25
額賀兵治様宅裏 11:30 ～ 11:40

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

順位 男　性 女　性

１位 肺がん 胃がん

２位 胃がん 大腸がん

３位 肝臓がん 肺がん

４位 膵臓がん 乳がん

５位 大腸がん 膵臓がん

がん疾患

心疾患呼吸器

脳血管

腎尿路

その他
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子育て支援センター わかあゆわかあゆ
☆親子でリトミックを楽しもう☆
日　時　　５月23日(水)　10:00
講　師　　湊　万里子先生
　動きやすい服装でご参加ください。
＊飲み物を持参してください。
5月16日(水)までに申し込んでください

センターは、就学前のお
子さん、お母さん、おう
ちの方の交流の場です。

利用日時
月曜日～金曜日
9:00～17:00

☆子育て相談☆　　　　　　　　
日　時　　６月６日(水) 10:00
大喜正明先生を囲んで、
育児について気軽にお話しませんか？※湊先生のリトミックもあります。
５月30日(水)までに申し込んでください。

☆みんなの子育てひろば　
○きらきらベビークラス（０歳児）
　産後のママのからだのケアや、授乳や育児の不安を解
消します。話をするだけで、気持ちが楽になることもあ
ります。助産師さんに色々聞いてみませんか。
　日時：６月５日（火）10時～11時30分
　内容：「助産師さんに聞いてみよう
　　　　～産後のからだ＆授乳（ミルク）＆育児」　
　講師：浅川まりこさん（助産師）
　　※マタニティクラスと合同になります。
○ぴかぴかキッズクラス（１歳～就学前児）
　プロに学ぶ仕上げみがきのコツ。泣いて嫌がる、やら
せてくれないといった悩みを解決！お子さんを歯みがき
好きに変えちゃいましょう。
　日時：５月22日（火）10時～11時30分
　内容：「きれいな歯、守ってあげたい。
　　　　～誰でもできる！むし歯予防」
　※おやつ代100円がかかります。

☆マタニティクラス
　　　～ハローベビー！～
　６月の内容は、出産後のお話になりま
す。産後のからだやおっぱいのこと、育児
のことを先輩ママやベビーちゃんと触れあ
いながら学びませんか。
　日時：６月５日（火）10時～11時30分
　内容：「産後の備え＆ベビーと触れあい体験」
　講師：浅川まりこさん（助産師）
　料金：無料
※きらきらベビークラスと合同になります。

※全て事前申し込みが必要となります。
　たくさんのご参加お待ちしています♪

■お問い合わせ・参加のお申し込み　　
健康管理センター　☎0287－92－1188

健康管理センターからのお知らせ 健康管理センターからのお知らせ 

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

「児童館」
5月16日～6月15日

のお休み
開館時間　午前９時～午後５時

☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会 チャレンジクッキング

生け花教室

なかよしひろば

遠　足

なかよしひろば

☆父の日のプレゼントつくり

小川おはなし会

婦人ボランティアのおはなし会

・５月17日（木）午前10時30分～
・６月   7日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

・５月19日（土）午前10時～
　「レアヨーグルトケーキ」を作りましょう
　　覚えておうちでもつくってみよう
・参加申し込み　5月16日（水）まで　
・参加費　100円　
・持ち物　エプロン・三角巾　
　＊爪を切ってきてね

・５月19日（土）午後１時30分～　　　　　　
　気分を新たにお花を活けてみませんか？
・講師　森嶋恵美子先生
・参加申し込み　５月16日（水）まで　　　　
・花代　700円

・５月24日（木）午前10時～
  「戸外で遊ぼう」　
　戸外で自由に子どもたちを遊ばせてみませ
　んか？　　　
・参加申し込み　５月22日（火）まで

・６月９日（土）午前９時～午後４時
　（この時間、児童館は利用できません）
・場　所　とちの木ファミリーランド
・参加費　５０円（保険代）
・参加申し込み受付期間　　
　５月22日（火）～6月１日（金）まで
　先着　25名　
＊電話で申し込みの場合も後日
 「遠足のお知らせ」を取りに来てください。

・６月１４日（木）午前10時～
　「しゃぼんだまあそびをしよう」
　上手にしゃぼん玉ができるかな。
・参加申し込み　６月10日（日）まで

・６月16日（土）午前10時～
　6月の第3日曜日は父の日です。

お父さんに心をこめてプレゼントを作りま
しょう。

・参加申し込み　６月13日（水）まで
・材料費　50円

・６月２日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー

おはなしじょうずなボランティアさんが昔ば
なしの絵本や紙しばいを読んでくれます。
おはなしの後は、折り紙でピョンピョンがえ
るをつくります。

・６月９日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室

おはなしじょうずなボランティアさんが昔ば
なしの絵本や紙しばいを読んでくれます。お
はなしの後は、スチロールトレイで、和の小
物を作ります。

馬頭図書館・小川図書館の休館日
（5月16日～6月15日）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日
５月21日（月）、28日(月)
31日（木）、６月４日（月）、
11日（月）

５月18日（金）、25日（金）、
31日（木）、６月1日（金）、
８日（金）、１５日（金）

日 月 火 水 木 金 土
5/16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 6/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15

☎0287－96－5223
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俳
　
句

あ
し
た
待
つ
銀
の
産
毛
や
辛
夷
の
芽 		

馬
　
頭

　
　
塚
原

　
　
廣

農
継
ぎ
て
覚
悟
新
た
に
田
打
ち
せ
り

　
　
　
　
　
　	

松
　
野

　
　
鈴
木

　
君
枝

下
萌
え
の
色
濃
く
な
り
し
今
朝
の
雨

　
　
　
　
　
　	

松
　
野

　
　
大
高

　
富
美

濡
れ
そ
ぼ
つ
峡
の
一
灯
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　	

小
　
川

　
　
小
川
の
ぶ
子

ぶ
ら
ん
こ
を
こ
ぐ
だ
け
こ
い
で
恋
知
ら
ず

　
　
　	

久
那
瀬

　
　
堀
江

　
直
子

寒
月
を
迎
へ
し
街
の
寝
し
ず
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　 	

三
　
輪

　
　
永
森

　
悦
子

　
　

短
　
歌

若
き
頃
は
母
に
似
て
る
と
言
わ
れ
い
ま
父
に
似
る
と
も
言
わ
れ
嬉
し
き

　
　
　
　
　

小
　
川

　
　
平
澤

　
照
雄

助
手
席
は
花
に
疲
れ
て
眠
る
ひ
と
た
だ
安
心
と
い
ふ
つ
な
が
り
に

　
　
　

小
　
川

　
　
佐
藤

　
孝
子

戦
争
も
町
合
併
も
見
定
め
て
老
朽
化
せ
し
「
那
珂
橋
」
は
消
ゆ

恩
　
田

　
　
上
杉

　
里
子

数
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
顔
み
せ
ぬ
職
員
あ
り
て
今
日
も
さ
び
し
き

盛
　
泉

　
　
佐
藤

　
　
茂

け
ぶ
る
が
に
朝
よ
り
雨
の
降
る
宵
に
産
声
の
ご
と
雨
蛙
な
く大

　
内

　
　
薄
井

　
キ
イ

永
年
の
厳
し
き
農
に
疲
れ
た
る
腰
労
わ
り
て
立
ち
鍬
を
買
う盛

　
泉

　
　
岡

　
イ
チ
エ

　
　

川
　
柳

野
良
仕
事
中
途
半
端
で
立
ち
話	

小
　
川

　
　
平
澤

　
照
雄

石
投
げ
た
記
者
も
被
っ
て
い
る
火
の
粉

　	

谷
　
田

　
　
岡
崎

　
甫
子

接
点
の
な
い
価
値
観
を
諦
め
る

　
　
　
　
　	

薬
　
利

　
　
大
嶹

　
克
明

野
良
子
猫
い
つ
か
我
が
家
の
顔
で
い
る	

大
山
田
下
郷

　
佐
藤

　
有
紀

空
元
気
出
し
て
も
歳
に
勝
て
ぬ
足	

小
　
砂

　
　
笹
沼

　
季
子

広
報
文
芸

◇
『
こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
集
英
社
）

◇
『
猫
背
の
虎
』　

真
保
裕
一
／
著
（
集
英
社
）

◇
『
玉
村
警
部
補
の
災
難
』　

海
堂　

尊
／
著
（
宝
島
社
）

◇
『
Ｐ
Ｋ
』　

伊
坂
幸
太
郎
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
星
に
願
い
を
、
月
に
祈
り
を
』　

中
村　

航
／
著
（
小
学
館
）

◇
『
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
』　

東
野
圭
吾
／
著
（
角
川
書
店
）

◇
『
散
り
椿
』　

葉
室
麟
／
著
（
角
川
書
店
）

◇
『
田
中
慎
弥
の
掌
劇
場
』　

田
中
慎
弥
／
著
（
毎
日
新
聞
社
）

◇
『
夜
鳴
き
め
し
屋
』　

宇
江
佐
真
理
／
著
（
光
文
社
）

◇
『
三
匹
の
お
っ
さ
ん
ふ
た
た
び
』　

有
川　

浩
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇
『
父
・
金
正
日
と
私
』　

五
味
洋
治
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇
『
日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語
３
』　

蛇
蔵
／
著
（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

◇
『
池
上
彰
の
や
さ
し
い
経
済
学
』　

池
上　

彰
／
監
修
（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

◇
『
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
』　

浜
田
桂
子
／
作
（
童
心
社
）

　

「
は
や
ぶ
さ
」
風
味
の
無
人
探
査
機
が
、
バ
ナ
ナ
型
宇
宙
人
を
夢
想
す
る
と
い

え
な
く
も
な
い
表
題
作
、
林
檎
を
求
め
る
旅
人
が
、
無
限
に
拡
が
る
時
計
の
街
を

往
く
ら
し
い
「
エ
デ
ン
逆
行
」
な
ど
、
Ｓ
Ｆ
か
ら
幻
想
小
説
ま
で
、
９
篇
で
語
ら

れ
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
わ
か
り
や
す
く
、
そ
の
く
せ
深
い
、
人
生
と
世
界
に

関
す
る
作
品
集
。
芥
川
賞
受
賞
後
第
一
作
。

　

父
の
転
勤
で
、
少
年
は
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
に
転
勤
す
る
。
少
年
の
名
は
響
。

　

英
語
が
わ
か
ら
ず
、
友
達
も
い
な
い
の
で
、
最
初
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
新

た
な
生
活
が
始
ま
る
。

　

あ
る
日
、
家
の
裏
庭
に
続
く
森
で
、
響
は
不
思
議
な
少
女
に
出
会
う
。
響
は
、

森
の
動
物
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
少
女
の
優
し
さ
に
心
ひ
か
れ
て
い
く
。
だ
が
、

少
女
に
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
秘
密
が
あ
っ
た
・
・
・
。

　

楽
し
い
日
々
、
そ
し
て
別
れ
。
少
年
の
成
長
を
み
ず
み
ず
し
く
描
い
た
物
語
。

　

地
球
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
科
学
者
が
い
る
。
大
気
の
声
、
海
の
声
、

火
山
の
声
、
そ
し
て
大
地
の
声
。
こ
の
、
大
地
の
声
を
聞
く
の
が
、
地
震
学
者
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
。

　

地
震
学
者
の
著
者
が
、
地
震
の
正
体
か
ら
、
地
震
と
津
波
の
発
生
原
因
、
巨
大

地
震
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
現
象
、
命
を
守
る
た
め
に
人
び
と
が
で
き
る
こ

と
ま
で
を
解
説
す
る
。

『
バ
ナ
ナ
剥
き
に
は
最
適
の
日
々
』	
円
城
　
塔
／
著
（
早
川
書
房
）

『
心
の
森
』	

小
手
鞠
る
い
（
金
の
星
社
）

『
地
球
の
声
に
耳
を
す
ま
せ
て
』	

大
木
聖
子
／
著
（
く
も
ん
出
版
）

那珂川町
図書館

再生可能エネルギーの時代③

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

今
回
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

中
か
ら「
風
力
発
電
」を
紹
介
し
ま

す
。

　

風
力
発
電
は
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

約
40
％
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

で
き
る
と
て
も
効
率
の
良
い
装
置

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
風
車
を
回
し
て
電
気
を
作
る
。

　

風
力
発
電
に
使
わ
れ
る
風
車
は

大
き
い
も
の
で
直
径
が
90ｍ
以
上
も

あ
り
ま
す
。そ
の
巨
大
な
プ
ロ
ペ
ラ

を
風
の
力
で
回
転
さ
せ
、そ
の
回
転

力
で
発
電
機
を
回
し
て
電
気
を
作

り
ま
す
。そ
し
て
、風
は
な
く
な
る

こ
と
の
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、安
定
し
た
風
力
の
得
ら
れ
る

海
岸
線
の
長
い
日
本
に
適
し
て
い
ま

す
。ま
た
、発
電
す
る
と
き
に
二
酸

化
炭
素
を
出
さ
ず
、地
球
温
暖
化

防
止
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）は
あ
ま
り
身
近
で
は
な
い

し
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
う
人

も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、い
ま
日
本
で
は
男
性
か
ら
身
体

に
対
す
る
暴
行
を
受
け
た
経
験
が

あ
る
女
性
は
４
人
に
１
人
、配
偶
者

間（
内
縁
を
含
む
）に
お
け
る
犯
罪

で
、３
日
に
１
人
妻
が
夫
に
殺
さ
れ

て
い
ま
す（
内
閣
府
統
計
）。他
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
23
年
中
に
全
国
の
警
察
本

部
が
取
り
扱
っ
た
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相

談
は
、統
計
の
残
る
平
成
15
年
以
降

で
過
去
最
多
だ
っ
た
と
新
聞
報
道

さ
れ
ま
し
た
。年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
Ｄ
Ｖ
を
取
り
上
げ
、シ
リ
ー
ズ
で

掲
載
し
ま
す
。

【
Ｄ
Ｖ
と
は
】

　
「
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
」の
こ
と
を
い
い

ま
す
が
、「
暴
力
」の
形
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

【
暴
力
の
種
類
】

一　

身
体
的
暴
力
…
殴
る
・
蹴

る
・
平
手
で
う
つ
・
物
を
投
げ

る
・
首
を
絞
め
る
な
ど

二　

精
神
的
暴
力
…
何
を
言
っ
て

も
無
視
す
る
・
の
の
し
る
・
お
ど

す
・
恥
を
か
か
せ
る
な
ど

三　

性
的
暴
力
…
性
行
為
の
強

要
・
避
妊
に
協
力
し
な
い
・
ポ
ル

ノ
を
無
理
や
り
み
せ
る
な
ど

四　

経
済
的
暴
力
…
生
活
費
を
渡

さ
な
い
・
金
銭
的
な
自
由
を
与
え

な
い
・
外
で
働
く
こ
と
を
禁
じ
る

な
ど

五　

社
会
的
暴
力
…
人
間
関
係
、

行
動
を
監
視
す
る
・
実
家
や
友
人

と
の
付
き
合
い
を
制
限
す
る
な
ど

　

男
性
が
女
性
に
何
か
を
伝
え
よ

う
と
す
る
と
き
、
相
手
が
配
偶
者

や
交
際
相
手
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

暴
力
が
正
当
化
さ
れ
て
い
い
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｖ
の
問
題
は
、
決
し
て
特
殊

で
例
外
的
で
は
な
く
、
夫
婦
げ
ん

か
や
男
女
の
気
ま
ぐ
れ
と
い
う
次

元
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。陰
湿
で
、継

続
的
で
、時
と
し
て
生
死
の
か
か
わ

る
よ
う
な
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

あ
な
た
や
、あ
な
た
の
身
の
回
り

の
友
人
、親
族
に
心
あ
た
り
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
何
か
気
づ
く
こ
と
が

あ
っ
た
ら
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
パ
ー
プ
ル
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
・
９
４
１
・
８
２
６

（
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
無
料
通
話
）

※
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン（
右
）は
、女
性
へ

の
暴
力
の
根
絶
や
膵
臓
が
ん
の
啓
発

と
撲
滅
な
ど
、社
会
や
医
療
の
各
分
野

で
用
い
ら
れ
る
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス・
リ
ボ

ン
で
す
。

●
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
８
７
２
０

（
月
～
金
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
８
時

（
土
・
日
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時

●
女
性
支
援
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
８
（
７
９
３
）
０
０
１
８

（
月
・
水
）
午
後
４
時
～
８
時

（
土
・
日
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

◆
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
っ
て
な
に
？

　

大
型
風
車
が
何
台
も
並
ん
だ
姿

を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

大
型
の
風
力
発
電
機
を
た
く

さ
ん
並
べ
て
建
設
し
、大
規
模
な
風

力
発
電
を
行
っ
て
い
る
場
所
を
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

個
々
の
風
力
発
電
機
は
、風
量
に

よ
っ
て
発
電
量
が
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
全
体
で

み
れ
ば
安
定
的
な
発
電
量
が
確
保

で
き
ま
す
。

　

現
在
は
山
地
や
沿
岸
部
に
見
ら

れ
ま
す
が
、海
上
に
建
設
す
る
海

上
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
構
想
も
あ

る
そ
う
で
す
。

※
次
回
は
、バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

　

ご
紹
介
し
ま
す
。

  

女
性
の
た
め
の
相
談
室

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・

バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
は
」

配偶者からの被害経験の有無

内閣府男女共同参画局調

（平成23年度）

何度もあった

1，2度あった

まったくない

無回答

7.3％

18.9％

72.0％

1.8％



日時　６月３日（日）
　　　午後2時30分～3時30分
場所　那須烏山市烏山公民館
演題　「この地で健やかに・楽しく生
きるために～疫学の立場から」
講師　自治医科大学　地域医療学セ
ンター　教授　中村好一先生
対象者　どなたでも自由にご参加く
ださい
受講料　無料
主催　南那須地域医療を守る会
問い合わせ　健康福祉課

☎0287－92－1119

　県では、平成24年５月から、県内４
か所の労政事務所で働く人のメンタ
ルヘルス相談を実施します。
予約受付　８時30分から17時15分
まで（相談希望日の３日前までに要
予約）
相談形態　面接相談（電話による相
談は受け付けていません）
　※相談日は変更になることがあり
ますので、詳細は各労政事務所へお
問い合わせ下さい。

相談
場所

宇都宮
労政事務所

大田原
労政事務所

相談日 毎月
第２金曜日

毎月
第３水曜日

相談
時間

13時30分～
16時30分

13時30分～
16時30分

予約先 028-626-3053 0287-22-4158

内容　BROWN　BLESSED　VOICE
によるゴスペルコンサート
日時　6月9日（土）開場　午後2時
会場　とちぎ福祉プラザ　
申し込み・問い合わせ　
栃木いのちの電話事務局　

☎028－622－7970

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00 文字放送
7:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

文字放送
13:30
14:00
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 植物の世界
18:00 サイエンスCH
18:30 都市づくりを考える
19:00 企画番組
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組  
20:30
21:00 サイエンスCH
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0:30
1:00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

・配付期間　 6月1日、4日～7日
・配付場所　上下水道庁舎（久那瀬）
・配付個数　１世帯２個まで
○その他のお知らせ　

　５月分の使用水量・料金のお知ら
せから、下水道料金も表示されること
になりました。
問い合わせ　上下水道課

　　　　☎0287－92－2002

　 野 菜 や 花 の 栽 培 を 始 め た い と
思っている農家の方を対象に、管
内優良農家のほ場見学会を開催し
ます。
開催日時　　６月12日（火）
　　　　　　午前９時～午後４時
　　　　　　※午前8時50分集合
集合場所　ＪＡなす南本店　
交　通　ワゴン車で各ほ場を回る。
見学農家 　 夏 秋 な す ・ 中 山 か ぼ

ち ゃ ・ 加 工 用 ト マ ト ・ プ ラ
ム・スカシユリの生産農家

参 加 費　　無料（昼食あり）
申込締切　　６月７日（木）
申し込み・問い合わせ
ＪＡなす南営農部園芸課
　　　　　　☎0287－96－6170
農林振興課　☎0287－92－1113

　 関 東 信 越 国 税 局 で は 、 ス ー
パー、コンビニエンスストア、酒
販店などへの買い物の機会を利用
してお酒売場の未成年飲酒防止の
ための表示状況等を確認し、税務
署に連絡していただく『酒類販売
管理協力員』を募集しています。
※応募方法、募集期間、委嘱期間
等、詳しくは国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp）をご覧く
ださい。
問い合わせ　
宇都宮税務署酒類指導官　
☎028（621）2249（ダイヤルイン）

●春季企画展
「那須の発掘物語－発掘調査でわ
かったこと－那珂川町の遺跡から」
これまでに発掘調査で明らかになっ
た、那珂川町の浄法寺遺跡（旧小川
町）、古館遺跡・三反田遺跡（旧馬頭
町）を紹介し、出土品を展示します。
会期　6月17日（日）まで
開催場所　県立なす風土記の丘資料館
要入館料
●開館20周年記念講演会
日時　5月13日（日）
午後1時30分～3時30分
講師　鏑木理広氏（県立さくら清修
高等学校）
●考古学講座（第1回）
「浄法寺遺跡の発掘調査」
日時　５月19日（土）
　　　午後1時30分～3時30分
講師　塚本師也氏（（財）とちぎ未来
づくり財団 埋蔵文化財センター）
●考古学講座（第2回）「古館遺跡・
三反田遺跡の発掘調査」
日時　６月９日（土）
　　　午後1時30分～3時30分
講師　初山孝行氏(（財）とちぎ未来
づくり財団 埋蔵文化財センター）
※講演会および考古学講座は資料館
講堂（那珂川町小川3789）で開催し
ます。各定員は60名、参加費は無料
です。
申し込み・問い合わせ　
県立なす風土記の丘資料館　

☎0287－96－3366

日時　６月24日（日）荒天中止
出発時間　午前５時
集合場所　総合体育館
コ ー ス　那須方面
大峠林道→鏡ヶ沼→三本槍→清水平
→赤面山
参加人数　20名
　　　（定員になり次第締切ります。）
参加費　1,000円
申し込み　６月８日（金）までに、小
川庁舎２階生涯学習課または、馬頭
図書館へ。
問い合わせ　生涯学習課スポーツ振
興係　	 ☎0287－96－2116

～さあ今日も 水と元気が蛇口から～
　ライフラインとして重要な役割
を果たしている水道について、よ
り理解や関心を深めていただくこ
とを目的としています。
　普段、何気なく使っている水道
の大切さをこの機会に考えてみま
しょう。
　皆様のご家庭内の給水管が破損
し、漏水していると、大切な水の
無駄づかいになってしまいます。
　漏水の早期発見・修理にご協力
をお願いいたします。
○漏水点検をしてみましょう！　

　 ご 家 庭 の 蛇 口 を す べ て 閉 め 、
メーター器を確認してください。
パイロットランプ（銀色）が回っ
ていたら漏水と思われます。町指
定業者に連絡し、すぐに修理して
ください。
　なお、町で管理するのは水道本
管です。それ以外は、所有者又は
使用者の管理となります。何か不
明な点は、上下水道課まで問い合
わせください。
○水道週間サービス　　　　　　

　上下水道課では、水道週間に合
わせて修理用の蛇口コマが必要な
方に、無料でコマの配布を行います。

日　付 番　組　名

5/14～5/20 花の風まつり
総集編

5/21～5/27 大那珂川人
（富山・高野孝雄さん）

5/28～6/3
那珂川町
スポーツ少年団紹介 
～小川卓球～

6/4～6/10
那珂川町
青少年海外体験学習 
～inホースヘッズ村～

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

　防災に関する学習を「県民カレッジ
主催事業」として提供し、防災意識の
高揚を図り、防災について学んだ成
果を地域活動のきっかけとする講座
です。
日時　６月２日（土）　
　　　午後１時から（受付）
会場　矢板市文化会館小ホール
対象者　一般県民約150名
講座内容　
○基調講演　
　演題「東日本大震災をのりこえて
～３．11から変わったもの変わらない
もの～」
　講師　聖徳大学生涯学習研究所
長・聖徳大学教授　福留　強　氏
○事例発表～シンポジウム
　コーディネーター：聖徳大学教授　
　　　　　　　　　福留　強　氏
　講師：元宮城県気仙沼市役所職員	
　　　　庄司　幸夫　氏
申込期限　５月25日（金）
申し込み・問い合わせ
塩谷南那須教育事務所ふれあい学習課

　☎0287－43－0176

期日　９月30日（日）
　　　午前８時30分から

（小雨決行、荒天の場合は中止）
会場　栃木県総合運動公園等
競技種目　陸上競技、水泳、
　　　　　アーチェリーほか
対象者　平成24年４月１日現在で
満12歳以上の県内に居住する身体
障害者及び知的障害者
申込期限　６月１日（金）
申し込み　
健康福祉課　☎0287－92－1119
小川庁舎総合窓口課　

☎0287－96－2111
問い合わせ　
栃木県障害者スポーツ協会　

☎028－624－2761

「県民カレッジ」
防災学習事業参加者募集

第８回町民登山
参加者募集

ケーブルテレビ企画番組内容

園芸作物ほ場見学会
参加者募集

働く人のメンタルヘルス相談
のお知らせ

平成24年度酒類販売管理協力員
の募集について

皆が健やかに生きるための講演会
開催のお知らせ

６月１日から６月７日は
水道週間です

春季企画展・イベントのご案内

第８回
栃木県障害者スポーツ大会　

参加選手募集

栃木いのちの電話
チャリティーコンサート

のご案内

1415 広報なかがわ　平成24年5月10日広報なかがわ　平成24年5月10日

★お知らせ★
4/1より運営は指定管理者に移行
問合先は 0120-227-445に変更
サービス内容は変更ありません
よろしくおねがいします

お知らせ お知らせ
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お知らせ

　民生委員児童委員は「広げよう　
地域に根ざした　思いやり」を旨とし
ており、高齢者・障がい者・子育てな
どで困っている方たちの相談や、福祉
サービスを利用するためのお手伝い
など様々な活動をしていますので、お
気軽にご相談ください。
　地区担当民生委員児童委員につき
ましては、町のホームページからご覧
になれます。（ホームページトップのく
らしの情報＞窓口・各種相談＞民生
委員児童委員協議会）
問い合わせ　健康福祉課

☎0287－92－1119

対象　県内に住む20歳以上の方か
ら2,000名を無作為抽出 
期間　5月21日から6月13日まで
実施方法　調査票を郵送します
　　　　　（秘密は厳守します）
問い合わせ　県広報課

☎028－623－2158

区分 町営
住宅名 舟戸
部屋番号 6－ 2
間取り 2Ｋ
入居時家賃 6,300～ 9,500
※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間　5月15日（火）～31日（木）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細はお問い合わせください。
問い合わせ　建設課管理係
	 ☎0287－92－1118

申込方法　国際医療福祉大学　言
語視聴覚学科　柴本勇宛　下記の
メールアドレスに①氏名②住所③職
種④所属をご記入の上、送信してくだ
さい。
メールアドレス：

iuhw.program@gmail.com

開催日時・会場（※第１回、第２回共
に同じ内容です。）
第１回　６月９日（土） 
午後１時～午後３時３０分
第２回　６月２３日（土）
午後１時～午後３時３０分
栃木県庁本館大会議室

（宇都宮市塙田１－１－20）
内容
統計グラフの作り方など受講の後、親
子で絵を描いたり、紙を貼りながらポ
スター状の作品を作成。
対象者
県内の小学生（３年生以上）とその保
護者
参加費用
無料《当日使用する文具類は、こちら
で用意します。》
申込方法
下記の受講申込書に必要事項を記入
の上、持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅ- mailの
いずれかの方法で、県統計課あてお
申し込みください。
申込期限
第１回、第２回とも５月25日（金）
申し込み・問い合わせ
栃木県県民生活部
統計課管理普及担当

☎ 028－623－2242
　　　  （ＦＡＸ2247）

手当月額
（１）所得制限額未満の場合
　 ３歳未満  	 １５，０００円
　 ３歳以上小学校修了前
　 （第１子、２子）　 １０，０００円
　 ３歳以上小学校修了前
　  （第３子以降）　   １５，０００円
　 中学生（一律）　   １０，０００円

（２）所得制限限度額を超える場合
　　　　　　	 ５，０００円
※所得制限は６月分から適用となり

ます。
※所得制限の額等は下記までお問い

合わせください。
現況届について
　毎年６月中に現況届の提出が必
要となります。現在受給されている方
全員へ現況届の用紙を送付しますの
で、忘れずに提出してください。
※提出されない場合は、お支払でき

なくなります。
その他
　保育料・学校給食費を児童手当か
ら徴収する制度ができました。詳しく
はお問い合わせください。
問い合わせ
健康福祉課　子育て支援係

☎0287－92－1119

日時　5月19日(土)
　　　午後2時～4時30分 
場所　国際医療福祉大学 
　　　F棟101教室（大講堂）
講演① 「飲み込みの医学－犬はむせ
ますか?」 
新美成二(国際医療福祉大学 言語聴
覚センター長)
講演② 「安心して食事を楽しむため
に－リハビリ方法を伝授します」 
柴本 勇(国際医療福祉大学 言語聴覚
学科)
参加費　無料
対象者　どなたでも自由に参加くだ
さい

平成24年4月から子ども手当は
「児童手当」に変わりました

第1回摂食・嚥下セミナー開催
のお知らせ

親子統計教室の参加者募集

5月12日は
民生委員児童委員の日です

栃木県政世論調査にご協力を

町営住宅入居者募集のおしらせ
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（住民基本台帳）
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 　女　	 9,327 人（－ 22）
 　計　18,729 人（－ 50）
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春季特別展

山が描かれています。この構図は日本橋を描く

時の定番です。日本橋には日本橋魚河岸で仕入

れた鰹を２匹天秤棒で担ぐ魚売り、剣菱の家紋

が入った酒樽を運ぶ二人、上下で正装し二人の

家来と飾槍、挟み箱を持った供の者、旅人、子女、

丁稚など様々な人が描かれています。

馬頭広重美術館長　市川信也

【開館時間】　午前９時30分より午後５時まで 

　　　　　　 （但し入館は４時30分まで）

【休 館 日】　月曜日

【入 館 料】　大　　人　　　700円（630円）

　　　  　 　　高・大学生　　400円（360円）
※（ ）は20名以上の団体料金。
※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額

　関ヶ原の戦いが終

わり、徳川家康が江

戸に幕府を開いてか

ら200年、天保年間

（1830 ～ 43）になると江戸は百万都市に発達し、

平和を謳歌した人々で溢れていました。東海道を利

用する人の数も増え、伊勢参りをする巡礼者だけで

も半年で 400 万人を越えていました。しかし体力

やお金のない人たちは広重が描いた東海道の錦絵を

見て街道を旅したつもりで空想の道中を楽しみまし

た。

　歌川広重は、天保４年（1833）頃に不朽の名作「東

海道五拾三次之内」（一般に「保永堂版東海道」と

いう）を開板します。作品は出版当初より売れ、そ

して売れ続けました。「保永堂版東海道」は広重の

代表作であると共に出世作になり、その後も広重は

東海道シリーズを 20種類以上制作しました。

　今回紹介する作品は、「東海道一五十三次　日本

橋」（大判　版元：丸屋清次郎）です。

この作品は外題が隷書体で描かれているので一般に

「隷書東海道」と呼ばれています。制作は嘉永２年

（1849）頃で、版元は丸屋清次郎です。「保永堂版

東海道」が出板されてから 16年後に開板された作

品です。

　作品は日本橋を東から西を見た構図で前景に日本

橋、中景に商家の蔵と江戸城、遠景に真っ白な富士

東海道 一 五十三次　日本橋　（大判）

第80回

ミニギャラリー  平成23年度那珂川町観光写真コンテスト　受賞作品

　あなたの作品を出展し
てみませんか？
　写真、絵画、絵手紙な
どの作品をお待ちしてお
ります。
　申し込み・問い合わせ：
企画財政課広報広聴係

☎0287－92－1114

広重と東海道展 －行書東海道・隷書東海道を中心に－

ミニギャラリー
作品募集！

18

優秀賞「大きな足」
山中富夫さん（宇都宮市）

入選「棚田に響く馬頭琴の音色」
富永　明さん（宇都宮市）


